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早
い
も
の
で
今
年
度
も
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
中
高
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
ま
で
あ
と
二
年

少
々
と
な
っ
た
。
私
の
属
す
る

図
書
部
で
も
、
移
転
に
合
わ
せ

て
の
電
算
化
を
め
ざ
し
、
現
在

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

そ
の
作
業
を
進
め
て
い
く
過

程
で
、
現
在
の
中
高
生
の
読
書

傾
向
を
改
め
て
見
て
み
る
と
、

そ
の
読
書
量
の
少
な
さ
に
驚
か

さ
れ
る
。
活
字
離
れ
と
い
う
言

葉
は
よ
く
聞
く
が
、
実
際
の
数

字
を
見
る
こ
と
で
そ
れ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
電
算
化
準
備
と
合
わ
せ
て
、

生
徒
の
目
を
図
書
館
に
向
け
る

に
は
、
と
い
う
課
題
の
解
決
に

も
取
り
組
み
始
め
た
。

　

現
在
、
中
高
図
書
館
は
敷
地

内
の
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
記
念
館
四

階
に
あ
る
。
こ
の
場
所
は
生
徒

た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
校
舎
か

ら
は
遠
く
、
そ
れ
だ
け
で
敬
遠

す
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
そ

こ
で
「
遠
い
図
書
館
」
を
ど
れ

だ
け
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
も

の
に
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

図
書
館
に
勤
務
し
て
い
る
二
人

の
非
常
勤
職
員
の
力
を
借
り
て

考
え
て
い
っ
た
。

　

ま
ず
、
図
書
の
選
定
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
は
わ
れ
わ
れ
教

員
側
か
ら
「
こ
う
い
う
本
を
読

ん
で
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
を

提
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
生

徒
た
ち
と
の
雑
談
の
中
で
「
教

員
が
読
ん
で
欲
し
い
本
」
と
「
生

徒
が
読
み
た
い
本
」
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
で
も
読

書
が
好
き
な
一
部
の
生
徒
は
図

書
館
に
足
を
運
び
、
多
く
の
本

に
触
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が

そ
の
一
方
で
、
三
年
間
、
あ
る

い
は
六
年
間
一
度
も
図
書
を
借

り
た
こ
と
が
な
い
生
徒
が
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
点
か
ら
、
図
書
選
定
に
際

し
て
は
、
よ
く
図
書
館
を
利
用

す
る
生
徒
を
書
店
に
連
れ
て
行

き
、
生
徒
自
身
の
手
で
読
み
た

い
本
を
選
ん
で
い
く
と
い
う
店

頭
選
書
を
、
こ
れ
ま
で
の
年
に

一
、
二
回
か
ら
定
期
的
に
行
う

こ
と
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
本

に
親
し
む
、
図
書
館
へ
の
抵
抗

を
取
り
払
う
と
い
う
こ
と
か
ら

も
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
タ
レ
ン
ト

の
本
な
ど
、
比
較
的
読
み
や
す

い
本
も
配
架
す
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ら
新
し
く
入
っ
た

本
に
つ
い
て
は
新
刊
案
内
を
作

成
し
、
全
校
へ
情
報
を
発
信
す

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
図
書

館
に
興
味
を
持
つ
生
徒
を
増
や

し
今
後
の
読
書
活
動
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
高
校
生

の
自
習
や
高
校
三
年
生
の
受
験

勉
強
な
ど
自
習
室
と
し
て
の
利

用
が
多
く
、
中
学
校
低
学
年
の

生
徒
に
は
な
か
な
か
利
用
し
に

く
い
雰
囲
気
も
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
実
際
に
本
を
読
み
に

図
書
館
へ
来
る
生
徒
を
調
べ
て

見
る
と
、
そ
の
多
く
が
中
学
校

低
学
年
の
生
徒
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
本
校
の
図
書
館
は
読
書

空
間
と
学
習
空
間
と
い
う
二
つ

の
側
面
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
学
習
す
る
雰
囲
気
を

保
ち
つ
つ
、
低
学
年
の
生
徒
が

使
い
や
す
い
図
書
館
作
り
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
図
書
の
配

架
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
ま
た

興
味
を
ひ
き
そ
う
な
も
の
を
目

立
つ
場
所
に
置
く
、
季
節
や
学

校
行
事
に
対
応
し
た
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
な
ど
と
い
っ
た
工
夫
を

行
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
機
に
、

本
校
図
書
館
も
設
備
面
の
充
実

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
し

か
し
ど
ん
な
に
立
派
な
箱
が
で

き
て
も
、
そ
こ
を
利
用
す
る
生

徒
が
活
字
か
ら
離
れ
て
い
た
の

で
は
箱
は
箱
の
ま
ま
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
今
後
は
各

教
科
と
連
携
し
、
授
業
を
通
じ

て
の
図
書
館
利
用
機
会
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
る

と
思
う
。

　

今
後
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
ま
で

の
時
間
を
有
効
に
使
い
、
よ
り

「
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
図
書

館
」
を
実
現
し
た
い
。

遠くて近い図書館に
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企
業
と
大
学
の

就
職
懇
談
会

　

二
月
十
四
日
、
今
年
で
三
回
目

と
な
る
東
北
学
院
大
学
就
職
部
の

平
成
十
四
年
度
「
企
業
と
東
北
学

院
大
学
と
の
就
職
懇
談
会
」
が
、

仙
台
市
内
の
勝
山
館
で
行
わ
れ

（
写
真
）、
二
百
三
の
企
業
か
ら
二

百
四
十
一
人
の
関
係
者
と
倉
松
功

学
長
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
関
係

者
六
十
一
人
が
参
加
し
た
。

　

懇
談
会
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、

高
橋
彌
穂
就
職
部
長
が
開
会
の
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
本
学
学
生
の
採

用
に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
、
続
い

て
倉
松
学
長
が
大
学
の
近
況
と
理

解
を
求
め
た
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

関
谷
登
経
済
学
部
長
の
乾
杯
の

発
声
で
歓
談
に
移
り
、
各
テ
ー
ブ

ル
で
は
企
業
の
参
加
者
と
本
学
関

係
者
と
で
名
刺
交
換
が
行
わ
れ
、

幅
広
く
就
職
問
題
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
後
、
関
根
正

行
副
学
長
の
閉
会
の
辞
で
会
を
閉

じ
た
。

工
学
部
で
も
企
業
説
明
会

　

三
月
四
日
に
工
学
部
主
催
の
平

成
十
五
年
度
「
企
業
と
学
生
の
就

職
セ
ミ
ナ
ー
」
の
企
業
説
明
会
が

開
か
れ
、
理
工
系
の
企
業
を
中
心

に
四
十
七
社
か
ら
七
十
五
人
の
企

業
担
当
者
が
本
学
を
訪
れ
た
。

　

工
学
部
体
育
館
の
フ
ロ
ア
に
設

置
さ
れ
た
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
は

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
本
学
学

生
四
百
人
ら
が
列
を
な
し
、
そ
れ

ぞ
れ
ブ
ー
ス
の
担
当
者
か
ら
企
業

概
要
や
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

真
剣
に
説
明
を
聞
き
入
っ
て
い
た
。

大
学
前
期
学
納
金
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
��

	
��

　

平
成
十
五
年
度
の
東
北
学
院

大
学
前
期
学
生
納
付
金
（
二
年
、

三
年
、
四
年
生
）
の
納
入
期
限

は
五
月
十
四
日
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
金
振
込
用
紙
（
前
・

後
期
分
）
は
四
月
下
旬
に
保
護

者
宛
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
銀
行
か
ら
振
り
込
み
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
会
計
課

（
�
０
２
２
―
２
６
４
―
６
４

４
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

学
校
法
人
東
北
学
院
の
平
成
十

五
年
度
予
算
が
、
三
月
五
日
の
評

議
員
会
お
よ
び
理
事
会
で
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
の
経
済
状
況
が
な
お

回
復
の
兆
し
が
見
出
せ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
今
後
私
学
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て

い
く
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

教
育
研
究
条
件
の
整
備
充
実
と
質

的
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
次

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
ま

し
た
。

　

�
前
年
度
当
初
予
算
比
伸
び
率

ゼ
ロ
と
し
、
こ
れ
を
実
行
す
る
た

め
具
体
的
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

�
予
算
の
補
正
は
原
則
と
し
て
認

め
な
い
。

　

ま
ず
、
平
成
十
五
年
度
の
事
業

と
し
ま
し
て
は
、
�
大
学
部
門
で

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
総
合
研

究
棟
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
開
設
予

定
の
法
科
大
学
院
お
よ
び
経
営
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
開
設
に

つ
い
て
諸
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
長
提
案
に
基
づ
く
諸

改
革
、
学
生
に
対
す
る
経
済
的
支

援
事
業
と
し
て
の
奨
学
金
お
よ
び

学
費
ロ
ー
ン
の
充
実
、
補
助
金
制

度
の
有
効
活
用
等
教
育
研
究
活
動

の
質
的
向
上
と
充
実
を
図
る
た
め

の
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

�
中
高
移
転
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
造
成
工
事
の
完
了
に
伴
い

サ
ッ
カ
ー
場
・
野
球
場
・
陸
上
競

技
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
新
校
舎
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
設
計
作
業
が
完
了

し
た
た
め
、
諸
手
続
が
済
み
し
だ

い
着
工
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

次
に
消
費
収
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
学
で
は
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ

り
一
年
生
と
二
年
生
の
授
業
料
の

改
定
、
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は

各
種
負
担
金
の
改
定
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
学
生
生
徒
数
の
減
少
を

見
込
ん
で
前
年
度
補
正
予
算
よ
り

若
干
の
減
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

手
数
料
は
前
年
度
並
を
考
慮
し
、

補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
国
お
よ

び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
て
は
い
ま
す
が
、
大
学
部

門
の
補
助
金
は
多
少
回
復
す
る
こ

と
を
予
想
し
増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　

他
方
、
消
費
支
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
教
職

員
の
新
規
採
用
、
給
与
の
定
期
昇

給
、
退
職
給
与
引
当
金
等
を
見
込

み
ま
し
た
が
総
額
と
し
て
は
減
額

計
上
し
ま
し
た
。
教
育
研
究
経
費

は
、
教
育
研
究
活
動
を
一
層
推
進

す
る
た
め
の
諸
事
業
、
奨
学
金
お

よ
び
学
費
ロ
ー
ン
の
充
実
、
教
育

研
究
施
設
の
改
修
工
事
等
に
つ
い

て
予
算
措
置
を
講
じ
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物

付
属
設
備
の
減
価
償
却
が
終
了
し

た
こ
と
な
ど
の
要
因
で
減
額
計
上

し
ま
し
た
。
管
理
経
費
は
、
統
合

事
務
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
新
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
修
正
費
用
が
不
要
と

な
っ
た
た
め
減
額
計
上
し
ま
し
た
。

　

以
上
、
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
教
育
研

究
活
動
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な

い
よ
う
適
正
な
編
成
に
努
め
ま
し

た
。
な
お
、
予
算
の
規
模
は
別
表

の
と
お
り
で
、
帰
属
収
入
が
約
百

六
十
二
億
八
千
万
円
（
対
前
年
度

補
正
予
算
比
一
〇
〇
・
七
九
％
）、

消
費
収
入
は
約
百
五
十
億
円
（
同

九
九
・
三
九
％
）、
消
費
支
出
は
約

百
四
十
八
億
七
千
万
円
（
同
九
七
・

一
六
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
消
費
収
支
差
額
は
約
一
億

二
千
万
円
の
収
入
超
過
、
累
積
で

は
約
十
一
億
五
千
万
円
の
収
入
超

過
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
資
金
収
支
の
規
模
と
し

て
は
、
約
四
百
四
十
八
億
八
千
万

円
（
対
前
年
度
補
正
予
算
比
九
五
・

八
八
％
）
で
、
次
年
度
へ
繰
り
越

す
支
払
資
金
と
し
ま
し
て
は
約
二

百
四
十
七
億
九
千
万
円
（
同
一
〇

一
・
五
二
％
）
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
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簿
記
会
計
講
座
開
講
に
つ
い
て

　

東
北
学
院
大
学
経
理
研
究
所
主

催
の
平
成
十
五
年
度
「
簿
記
会
計

講
座
」
を
四
月
十
日
（
木
）
か
ら

次
の
と
お
り
土
樋
・
泉
各
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
講
し
ま
す
。

◎
開
講
コ
ー
ス
と
内
容

　

３
級
（
六
月
八
日
、
十
一
月
十

六
日
受
験
コ
ー
ス
）

　

２
級
（
十
一
月
十
六
日
受
験

コ
ー
ス
）

※
基
本
講
座
↓
答
案
練
習
問
題
↓

模
擬
試
験
の
3
段
階
の
講
義
形
式

に
よ
り
、
各
自
の
レ
ベ
ル
に
あ
わ

せ
た
選
択
受
講
が
で
き
ま
す
。

◎
対　

象　

在
学
生
・
卒
業
生

◎
受
講
料

  
〈
３
級
〉

　

基
本
講
座
・
答
案
練
習
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
四
千
円

　

基
本
講
座
の
み　

一
万
八
千
円

　

答
案
練
習
講
座
の
み　

九
千
円

  
〈
２
級
〉

　

基
本
講
座
・
答
案
練
習
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
四
千
円

　

基
本
講
座
の
み　

二
万
八
千
円

　

答
案
練
習
講
座
の
み　

一
万
円

　

受
講
の
問
合
せ
は
経
理
研
究
所

（
�
０
２
２
―
２
６
４
―
６
３
４

０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
―
２
６
４
―

６
５
３
０
）
ま
で
。


